
Ⅲ―４個別の指導計画について（３）個別の指導計画のコーディネートアイディア（例）②A－２ 

 

氏名 郡山 三郎 学年 小３年 障がい名等 ASD ADHD 作成日 ××年×月×日 

【実態把握に基づいて得られた指導すべき課題や課題相互の関連の視点から】 
・自分が行動している周囲の状況の把握、他者とのかかわりや、状況に応じた行動や状況に応じたコミュニケ
ーションが課題であると考える。
・分かっていても衝動的に行動してしまうこともあることから、自己理解と行動の調整について指導。
・自己肯定感が低くなっている様子が見られ、役割を与え、達成できる経験を通して自己効力感を高める。

今、指導すべき目標 
○様々な場面を理解する学習やゲーム的な活動を通して、周囲の状況を把握する力を高めるとともに、
状況に応じた言動を理解し、実際に使うことができる。
○ルールを意識して、身体を動かすゲーム的な活動等を通して、身体の粗大運動でのボディイメージの
をつかんだり、衝動的な行動をコントロールするなどの自己の行動を調整したりすることができる。

その目標達成に向けて、何の項目が関連しているか「必要な力」を考える！ 

健康の保持 心理的な安定 
人間関係 
の形成 

環境の把握 身体の動き コミュニケーション

(1) 生活のリズム

や生活習慣の形

成

(2) 病気の状態の

理解と生活管理

(3) 身体各部の状

態の理解と養護

(4) 障がいの特性

の理解と生活環

境の調整

(5) 健康状態の維

持・改善

(1) 情緒の安定

(2) 状況の理解

と変化への対応

(3) 障がいによ

る学習上又は生

活上の困難を改

善・克服する意

欲

(1) 他者とのか

かわりの基礎

(2) 他者の意図

や感情の理解

(3) 自己の理解

と行動の調整

(4) 集団への参

加の基礎

(1) 保有する感覚の活

用

(2) 感覚や認知の特性

についての理解と対応

(3) 感覚の補助及び代

行手段の活用

(4) 感覚を総合的に活

用した周囲の状況の把

握と状況に応じた行動

(5) 認知や行動の

手掛かりとなる概念の

形成

(1) 姿 勢 と 運

動・動作の基本

的技能
(2) 姿勢保持と

運動・動作の補

助的手段の活用

(3) 日常生活に

必要な基本動作

(4) 身体の移動

能力

(5) 作業に必要

な動作と円滑な

遂行

(1) コミュニケー

ションの基礎的能

力

(2) 言語の受容と

表出

(3) 言語の形成と

活用

(4) コミュニケー

ション手段の選択

と活用

(5) 状況に応じた

コミュニケーショ

ン

指
導
内
容 

○小集団において、ルールを
守ることやうまくいかなか
った時の対応方法などを身
に付けるため、簡単なルール
のあるゲーム等に取り組む。

○状況に応じた言動についての
身に付けるために、学校生活の
中で起こる様々な場面を絵で見
て、その場面の登場人物の気持
ちや状況に応じた言動について
考えたり、学んだりする活動に
取り組む。

○ボディイメージや衝動的な
行動を自己調整できる力を高
めるために、身体を動かすゲー
ム等を設定する。

指
導 

場
面

教育活動全体 
時間における指導 

教育活動全体 
時間における指導 

教育活動全体 
時間における指導 

評
価 

・「連想ゲーム」「スリーヒント

クイズ」などに取り組みまし

た。最初は･･･

･･･うまくいかない場面でも

「まぁ、いいか。」と気持ちを

切り替えたりすることができ

ました。

・「こんな時どうする」では、「手

伝ってほしい場面」を取り上

げ･･･ 

･･･ごめん、○○君、手伝っ

て。」とやさしく言葉で伝えるこ

とが増えてきました。 

・「協力ボール運びリレー」「風船

バレー」などに取り組みました。

最初は･･･ 

･･･て手や足を動かす力が高まっ

てきました。また、友だちと協力

する活動を通して･･･ 

【次年度に向けた引き継ぎ】 
○状況に応じた言動については、場面によってどういう行動をしたらよいのかが、そもそも分からない様子が
見られたので、引き続き、学校場面を様々な絵を用いて、指導していく必要がある。

● ● ● ● ● ● 

☆ 記入例 Ａ-２ 

● ● ● 


